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九
年
八
用
十
一
日
向
辿
に
大
老
を
命
ぜ
ら
れ
て
か
一
也
。
』
と
あ
る
。
に
、
前
記
の
一
石
高
を
得
る
の
で
あ
る
。
加
賀
の
中
一
組
に
列
し
た
。
亭
保
十
九
年
貧
困
寺
務
取
火
消
に
任

ら
、
叙
偲
の
後
改
め
て
大
老
に
任
ぜ
ら
れ
る
例
に
な
一
タ
ウ
ケ
イ
プ
ン
シ
ユ
ウ
検
渓
文
集
一
加
。
小
一
能
奨
郡
は
一
段
三
百
歩
で
あ
る
が
、
一
石
七
斗
の
斗
一
じ
、
寛
保
こ
年
小
松
城
番
に
溜
旬
、
覧
涯
元
年
寺
社

旬
、
人
数
も
三
人
文
は
二
人
で
あ
っ
た
が
、
事
保
十
一
瀬
復
路
の
文
集
で
あ
る
0

・
一
代
で
あ
る
か
ら
、
一
石
高
は
百
七
十
六
歩
四
匝
と
な
一
奉
行
に
進
み
、
質
勝
四
年
公
事
場
奉
行
を
経
て
五
年

六
年
長
甲
斐
守
高
速
が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
薪
命
の
こ
一
タ
ウ
チ
テ
ツ
シ
ユ
ウ
国
内
銭
舟
一
に
徹
宗
に
一
る
。
畑
も
田
に
換
算
し
て
高
を
算
出
し
、
畑
こ
を
田
一
算
用
揚
奉
行
と
な
り
、
六
年
館
め
た
。
明
和
七
年
一
一

と
な
く
、
是
よ
り
先
手
保
十
一
一
年
大
老
と
な
っ
た
本
一
作
る
。
沼
稽
消
八
郎
。
清
貧
に
甘
ん
じ
て
心
を
醤
道
一
一
に
笛
る
を
こ
っ
折
、
畑
三
を
田
一
に
笛
つ
る
を
三
一
周
夜
、
年
七
十
四
。

多
安
房
守
政
昌
・
横
山
大
和
守
品
川
林
は
、
延
事
五
年
一
に
潜
め
た
が
、
途
に
そ
の
設
に
長
じ
、
前
回
綱
紀
の
一
つ
苛
と
癖
す
る
。
高
は
叉
草
高
と
講
ず
る
こ
と
も
あ
一
タ
カ
カ
タ
セ
ヲ
Z

ン
高
方
世
話
人
ま
た
高
誼

二
人
の
卒
去
ま
で
勤
め
、
逢
に
そ
の
取
が
止
ん
で
公
一
旅
す
る
所
と
な
っ
て
二
百
石
を
受
け
、
小
締
組
に
列
一
・
0
、
団
地
の
臆
さ
か
ら
輔
じ
て
、
田
地
そ
の
も
の
を
一
と
も
い
ふ
。
務
政
時
代
に
、
寺
枇
百
姓
又
は
町
人
百

儀
御
用
を
之
に
代
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
一

L
、
右
僚
を
服
と

L
て
貞
享
三
年
に
夜
し
た
。
子
孫
一
指
す
こ
と
が
あ
る
。
高
に
閲
す
る
種
々
の
名
目
に
就
一
姓
が
、
そ
の
厨
有
国
地
を
手
作
り
す
る
こ
と
な
〈
、

う

。

一

樹

縫

い

で

滞

に

仕

へ

る

。

一

い

て

は

、

各

項

を

則

か

つ

て

記

し

た

。

一

全

部

卸

作

す

る

場

合

に

於

い

宅

、

村

方

に

.

作

小

屋

を

ダ
イ
ロ
ウ
大
老
鹿
島
郡
水
自
の
百
姓
で
あ
っ
一
タ
ウ
ラ
田
浦
鳳
至
郡
商
大
野
の
内
の
小
事
。
一
タ
カ
イ
高
位
羽
咋
郡
直
擦
の
内
の
小
挙
。
一
立
て
a
A

高
方
世
話
人
を
居
住
せ
し
め
、
そ
の
者
の
持

た
が
、
寛
文
七
年
領
主
長
越
額
の
家
に
浦
野
騒
動
が
一
タ
ウ
ラ
バ
ナ
多
浦
鼻
鹿
島
郡
能
登
島
な
る
週
一
タ
カ
イ
ハ
サ
キ
高
岩
岬

m
羽
咋
郡
風
無
の
部
務
一
高
な
る
が
如
〈
作
肥
卸
付
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
つ

あ
っ
た
震
、
笠
師
組
の
十
村
太
左
衛
門
が
成
敗
せ
ら
一
母
浦
の
部
務
東
方
な
る
岬
。
一
南
方
の
岬
0

.

一
た
。
高
方
悦
話
人
は
村
役
人
に
そ
の
名
を
厨
出
で
、

れ
、
四
用
大
老
そ
の
跡
組
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
て
笠
間
一
タ
ウ
Z

田
植
田
植
を
行
ふ
こ
と
を
方
雷
に
皐
一
タ
カ
ウ
ヨ
高
右
活
臨
宝
郡
小
山
に
住
ん
だ
百
一
組
裁
貯
の
承
認
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
。
寺
枇
百
姓
叉
は

に
引
越
十
村
と
な
っ
た
。
十
一
年
そ
の
地
加
賀
滞
の
一
周
と
稿
し
た
o
務
政
時
代
に
は
四
周
下
向
か
ら
五
周
一
姓
o
長
越
穏
及
び
前
回
利
家
に
毘
し
て
人
足
飽
促
等
一
町
人
百
姓
以
外
の
百
姓
で
は
、
高
方
悦
話
人
を
置
く

直
輸
と
な
っ
た
後
も
引
鍛
き
勤
め
、
点
亭
二
年
病
残
。
一
上
旬
に
主
る
聞
に
行
は
れ
、
男
子
は
主
人
文
は
コ
ウ
一
の
震
に
奔
走
し
、
天
正
十
年
十
周
十
日
利
家
か
ら
阿
-
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。

子
勘
七
後
を
受
け
た
が
、
元
機
十
年
組
の
内
閣
津
村
一
ナ
ヘ
ピ
キ
と
い
う
て
、
苗
採
り
・
筒
諮
ぴ
の
事
に
従
一
岸
中
村
ハ
小
山
の
醤
名
)
の
高
拾
俵
を
技
持
せ
ら
れ
、
一
タ
カ
ガ
マ
へ
高
構
高
い
樹
の
頂
上
に
烏
識
を

-

e

H

Y

キ

'h'LT

一

.

-

に
隠
田
を
許
し
て
ゐ
た
こ
と
露
見
L
、
入
牢
の
上
十
一
ひ
、
女
子
は
早
乙
女
又
は
皐
用
女
と
講
し
て
槌
付
を
一
慶
長
九
年
十
村
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
三
年
九
居
残
し
一
付
け
た
は
ご
を
出
し
、
固
に
よ
っ
て
純
を
誘
ひ
捕
獲

一

年

八

周

十

四

日

東

首

せ

ら

れ

た

。

一

行

う

た

。

一

た

o
初
代
以
後
十
村
の
取
を
世
襲
し
た
が
、
四
代
高
一
す
る
こ
と
で
、
加
賀
務
で
は
士
分
の
一
般
に
娘
柴
と

ダ
イ
ロ
ウ
代
牢
務
政
時
代
に
、
在
獄
中
俣
病
一
タ
オ
多
於
白
山
山
中
で
、
地
表
の
蹴
下
し
て
一
右
涯
の
時
明
腐
元
年
之
を
除
か
れ
、
挨
持
高
は
八
代
一
す
る
腕
で
あ
っ
た
。

に
槌
り
、
或
は
老
誠
に
し
て
鯨
苦
に
地
へ
得
ぬ
時
、
一
箕
の
如
く
に
な
っ
て
ゐ
る
厨
を
多
於
と
名
づ
け
る
。
一
高
右
近
の
時
貸
暦
元
年
不
都
合
の
股
が
あ
.
っ
て
波
政
一
タ
カ
ギ
ア
リ
ノ
リ
高
本
有
制
逝
稽
守
衛
。
人

そ
の
子
探
又
は
鰯
妥
た
る
者
が
之
に
代
。
、
本
人
を
一
そ
の
尾
添
口
智
勝
な
る
郵
谷
に
接
す
る
腕
に
在
る
も
一
せ
ら
れ
た
。
一
持
組
大
野
木
将
人
の
家
士
で
あ
っ
た
o
有
制
閲
よ
り

し
て
邸
宅
せ
し
め
ん
こ
と
を
総
ふ
を
代
寧
聞
と
い
一
の
は
大
多
於
の
名
が
あ
る
。
一
タ
カ
オ
チ
ヤ
マ
鷹
落
山
能
美
郡
赤
瀬
の
部
務
一
同
患
に
泡
じ
て
勤
王
の
志
が
あ
り
、
小
川
忠
篤
等
と

ひ
、
子
孫
等
の
入
獄
同
居
し
て
侍
養
せ
ん
こ
と
を
求
一
タ
カ
高
滞
政
時
代
に
高
と
い
う
た
の
は
、
田
一
東
方
に
あ
る
山
。
高
さ
四
九
回
米
。
地
質
石
英
粗
商
一
共
に
凶
事
を
議
し
た
の
で
、
元
治
元
年
入
居
鋪
へ
ら

め
る
を
同
寧
阪
と
い
う
た
。
是
等
は
樹
く
詐
さ
れ
ぬ
一
地
の
鹿
さ
を
そ
の
地
よ
り
生
産
す
る
米
殺
の
鼠
に
よ
一
岩
0

.

一
れ
、
十
周
永
牢
に
指
せ
ら
れ
た
。
明
治
元
年
三
用
務

が
、
哀
願
撤
回
に
及
ん
で
孝
貞
の
認
め
ら
れ
る
時
は
、
一
っ
て
表
す
稽
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
於
い
て
は
、
紙
一
タ
カ
ガ
泊
目
高
懸

4
モフマ
Y

グ
ウ
村
高
一
大
政
令
に
よ
っ
て
前
罪
を
宥
し
た
が
、
有
制
は
獄
中

或
は
之
を
容
認
し
‘
或
は
全
く
紋
発
す
る
こ
と
も
あ
一
ね
米
一
石
を
生
箆
す
る
同
地
の
面
積
を
定
め
、
之
を
一
様
。
一
で
同
囚
を
殴
打
し
た
る
を
以
て
更
に
入
獄
せ

L
め
ら

っ

た

。

一

以

て

全

面

積

を

除

し

た

る

商

に

よ

り

高

何

石

と

穂

す

一

タ

カ

ガ

キ

ジ

ヨ

ウ

高

垣

按

金

様

な

る

務

政

時

一

れ

、

十

周

波

発

の

後

続

国

主

よ

b
原
隊
を
給
せ
ら
れ

タ
ウ
ヂ
嶋
河
北
部
深
谷
の
内
の
小
字
。
一
る
の
で
あ
る
。
一
石
高
の
面
積
は
、
加
賀
の
石
川
・
一
代
に
括
川
中
一
殿
の
邸
の
あ
っ
た

タ
イ
l

タ
カ


